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第１０５期 新入社員研修を開催 
 ４月４日から９日までの６日間、新入社員研修を実施いたしました。通常は複数のオイスカ会員企業様から新入社員

を預かり実施していますが、コロナ感染防止対策のため、昨年に続き、太啓建設株式会社 1 社に限定して研修を実施し

ました。 

今回の参加者は１６名。「万事研修」の方針のもと、３班に分かれて研修を開始しました。１日目は、学生から社会人

への意識の転換と組織のあり方を学ぶため規律訓練を重点的に行います。２日目・３日目、新入社員研修基礎研修と称

し、中部企業教育研究会代表の松石裕就講師による研修。終日、新入社員に必要なビジネスマナー、コミュニケーショ

ンを学びます。３日目・４日目はトイレ掃除の研修、鶏の解体実習、農業実習と体験から学び、４日目にオイスカ研修

の集大成である野外総合実習を実施。５日目にグループ討議など研修のまとめをしました。 

今年もコロナ影響により、海外研修生との交流は実現できませんでしたが、来年は、より多くの会員企業様から新入

社員を預かり、オイスカならではの研修の機会を提供してまいります。           

小杉裕一郎（筆） 

     
 

 

 
技能実習生続々入国      宗像ジュイエ 

長い新規入国ビザの凍結期間が解け、中部センターにも技能実習生が入国し始めました。現地で就職もできず、日本

へのビザもいつ下りるかわからず、現地で待機していた技能実習生達、日本でお待ちいただいていた受け入れ企業様、

私たちスタッフも喜びひとしおです。センターが一気ににぎやかになりました。技能実習生たちが企業へ出て行く前の

大切な１～２か月、スタッフ全員全力で指導していきます！中部センターサポーターの皆さま、支援バディーを引き続

き募集しております。土曜午後～日曜祭日、２，３時間のコーヒーブレイクタイムにぜひ技能実習生の夢を聞きだした

り、日本事情について語っていただけたりする‘生’日本会話のご協力ぜひお願いいたします！ 

        

入国したフィリピン研修生１４名 日本の歌の練習 



 

 

                             

                             

                            

                             

 

 
 

令和４年度 豊田推進協議会 総会 
                           豊田推進協議会 会長 梅村清春 

令和４年４月２２日（金）にオイスカ豊田推進協議会の総会が行われ、いよいよ令和４年度の活動が始動いたしま

した。役員では２０年以上に渡り豊田推進協議会をリードし続けられた光岡保之会長が職を退かれ相談役に就任され

たこと、長きに渡りオイスカ活動に尽力された加藤みつ子副会長が退任されたことは寂しい限りですがお二人のご功

績に心から感謝しお礼を申し上げます。新会長として浅学非才な私をご承認いただきました。ベテランの役員さん、

そして新たにお迎えした新進気鋭の役員さん方のお力をお借りして任を務めてまいりますのでどうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 さて、今年度の事業の力点は、オイスカへのボランティア活動です。オイスカ 10 か年計画で策定された生産収入

倍増に参画するために原則月 1 回の「ボランティアデー（午前中）」を実施いたします。ボランティア活動は人手不

足のオイスカ職員を支援するとともに梅園の管理、収穫、加工や昨年植樹した栗・レモンの苗木の手入れを行うこと

で将来的農業生産を倍増させることに繋げます。また、一人でも多くの会員さんにオイスカにお越しいただき共に活

動されることも目的としています。さっそく 5月 21日（土）9:30から「イモのつるさし」28日（土）9:00からは農

園の草刈り・梅の収穫などを行いますので参加希望をオイスカまでお願いいたします。今後、季節に応じた作業を計

画いたしますので是非ご参加ください。 

 

   

名古屋東推進協議会発足式開催 
4/4（月）夕方より名古屋東急ホテルにて名古屋東推進協議会の「発会式」を行いました。この日は愛知県支部、セ

ンター、近隣推進協議会の皆様、そして名古屋東の会員もご多忙の中、お集まりいただき参加者 40 名を超える盛大な

発会式ができたこと改めて関係者各位に御礼申し上げます。 

当会の馬渕会長の挨拶で始まり、支部の光岡会長、神野評議員に熱いご挨拶を賜りました。この日は名古屋東の会員

が集まっての初会合。私も含めオイスカを理解していない人も多く発会式は「オイスカとは」の説明を主としました。 

オイスカ人材育成部 浅野様からは概要、沿革、活動内容、オイスカボランティア生 坂下様からはオイスカの魅力に

ついてパワーポイントを用いてわかりやすく説明していただきました。 

続いての懇親会では、当会の鈴木敦史副会長の活気あふれる乾杯を皮切りにそれぞれが懇親を深めました。 

ご参加いただいた支部副会長、近隣推進協議会の皆様のご挨拶に続き、名古屋東の会員も自己紹介。オイスカを通じ

て日本にそして国際社会に貢献をしたいという想い。 

名古屋東の会員は経営者層が多く、リクエストからオイスカの行っている実習生、研修生制度にも諸先輩から多くの

ご説明をいただくことができました。 

初めての会合ではありましたが、参加者皆様がこれから熱意を 

もってオイスカの活動を行っていく未来が見えた。そんな発会式 

になったように感じています。 

 

オイスカ名古屋東 推進協議会 事務局長 金森智浩 

 

 


